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翁
餐
青
翠
桑
釜

巻．＝二十二二第

　號　一　第
〔號二十気’育第）

大
正
六
年

月

日
獲
行



糊
＋
禽
會
羅
設
鍾
㌫
簡
綜
饗
藻
野
次

　
　
　
　
　
O
原
著
及
實
験

囎
内
臓
輻
錯
症
ノ
三
例
Q

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
澤
讐
學
轟
門
學
校
第
二
内
科
敏
室

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
澤
讐
三
士
　
近
　
藤
　
清
　
吾

働
「
メ
チ
ユ
ソ
ソ
」
青
及
「
チ
ァ
ノ
ク
プ
貝
ー
ッ
ト
チ

　
鷹
規
セ
ル
結
核
動
物
ノ
治
療
小
實
験
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド
ク
ト
膨
竹
中
繁
次
鄭

　
　
　
　
　
◎
通
・
　
　
信

麟
石
原
巖
氏
通
信
。
⑧
桐
田
健
三
鄭
茂
通
信
Q

　
　
　
　
　
◎
雑
　
　
　
報

O
金
子
敢
授
在
職
三
十
年
親
賀
會
。

　
　
　
　
　
◎
叙
任
及
辞
令

⑳
宮
内
省
∪
㊥
石
川
縣
。
⑯
陸
海
軍
省
9

　
　
　
　
　
0
人
　
　
　
事

●
栗
出
光
太
郎
氏
∪
㊧
鰹
居
Q

　
　
　
　
　
O
禽
　
　
　
告

㊥
校
外
特
別
會
員
曾
費
納
付
調
書
Q

　
　
　
　
　
O
廣
　
　
　
告



懸
　
、
．
，
一
灘
．
潮
回
口
熱
辮
欝
懸



金
子
博
士
暑
歴

安
政
五
年
六
月

明
治
七
年
四
月

全
十
二
年
二
月

全
　
　
　
　
年
十
月

全
　
十
三
年
十
二
月

全
　
十
五
年
一
児

全
十
入
年
十
二
月

全
’
二
十
九
年
入
月

全
　
三
十
五
年
八
月

全
三
十
七
年
十
二
月

全
三
十
入
年
四
児

全
　
四
十
一
年
十
月

大
正
四
年
一
月

全
　
　
五
年
十
一
月

　
　
　
　
石
川
縣
士
族

　
　
　
　
　
　
金
　
　
子
　
　
治
　
　
郎

金
澤
市
十
三
問
確
論
生
ル

金
澤
磐
學
断
（
入
學

卒
業
金
澤
留
墨
所
助
教
心
得
即
座

金
澤
讐
學
校
三
論
囑
任

爽
京
大
學
讐
學
部
解
剖
學
敏
場
補
助
卑
付

任
大
阪
欝
學
校
敢
論

任
第
四
高
等
學
校
難
壁

解
剖
學
研
究
ノ
爲
一
語
満
…
二
箇
年
㎜
酷
烈
（
留
學
チ
命
ス

三
朝
磐
學
博
士
ノ
立
位
授
與

　
（
論
交
鎌
胱
縁
及
腱
弓
ノ
人
工
形
成
）
．

陞
叙
高
等
官
三
等

叙
正
五
位

叙
勲
四
等
授
瑞
寳
章



二
、
ρ
団
き
。
侮
鷲
9
ヲ
農
重
毎
歳
○
・
五
雌
蕊
ノ
感
心
テ
毎
二
週
乃

　
至
三
週
二
静
脈
内
注
射
ス
ル
モ
之
レ
亦
六
箇
月
内
ニ
ナ
結
核
家

　
一
町
「
モ
ル
モ
ソ
ト
」
ヲ
治
癒
若
ク
ハ
輕
快
セ
シ
ム
ル
能
ハ
ズ

鼓
二
本
論
文
二
醤
シ
多
大
ノ
指
導
ヲ
與
ヘ
ラ
レ
ク
ル
東
京
讐
科
大

釜
敢
授
永
井
潜
先
生
ノ
厚
意
ヲ
陳
謝
ス

O
瞬
■
嘱
嵩
嵩
胃
圏
一
禰
＝
昌
簡
＝
一
鴫
＝
騙
＝
鳳
ロ
霊
贈
二
＝
＝
”
＝
国
ロ
■
隠
＝
＝
言
瞬
蘭
■
＝
口
隅
富
＝
質
コ

通

信

働
石
原
巖
氏
，
通
信
【

敬
愛
す
ろ
我
が
慨
．
校
學
生
諸
君
の
御
健
勝
な
税
し
ま
サ
。

諸
腰
の
御
参
考
に
も
電
存
じ
讐
學
者
ε
叡
智
事
業
霊
で
も
謂
い
ま
ぜ
う
か
私
が
近
く
感

じ
れ
事
な
御
逸
信
串
上
け
ま
ず
。
望
臥
蔦
Φ
国
唄
σ
Q
δ
ロ
ρ
甥
霧
。
。
Φ
ゆ
－
国
団
σ
Q
①
⇔
Φ
等
に
入
口

の
増
殖
も
交
開
の
進
歩
に
俘
ふ
て
其
の
必
要
が
時
々
刻
々
に
増
加
し
つ
＼
あ
り
ま
す
。

人
類
の
完
全
な
る
感
化
學
遙
歩
に
は
必
ず
叉
生
物
學
的
蓮
歩
が
俘
に
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
あ
り
ま
す
。
溺
れ
が
一
致
し
な
い
駈
に
國
家
の
衰
亡
、
酒
類
の
絶
滅
が
存
す
る

の
で
あ
り
ま
す
Q
さ
れ
ば
画
家
百
年
の
隆
昌
な
期
し
、
永
き
人
類
の
繁
榮
存
実
る
者
に

必
ず
雌
の
問
題
に
留
意
す
可
き
で
あ
り
ま
す
）
我
が
國
の
砒
層
理
學
的
状
態
な
見
ま
す

れ
ば
歓
米
の
如
く
物
質
文
明
の
推
歩
が
著
か
ら
ざ
う
だ
け
絵
弊
も
少
な
い
が
、
叉
紬
會

稿
訟
上
に
於
け
る
施
設
に
に
甚
だ
し
い
欠
階
な
示
し
て
居
ま
す
。
鴎
外
博
士
ほ
其
の
小

説
に
著
者
が
高
め
て
偽
林
に
行
っ
て
、
時
の
公
使
に
衛
生
學
な
研
究
に
來
六
事
な
話
す

ミ
公
使
が
『
指
で
鼻
糞
た
ほ
じ
つ
れ
り
、
足
の
趾
の
股
に
縄
な
挑
ん
で
歩
く
B
本
人
に

衛
生
亡
は
ビ
て
も
沢
話
に
な
ら
ん
。
』
ε
言
に
れ
れ
書
書
い
て
居
ら
れ
ま
す
Q
鞠
帝
都
東
京

の
回
路
を
見
れ
ひ
け
で
も
此
の
感
秘
深
く
し
ま
ず
。
雨
が
降
れ
ば
泥
澤
膝
を
没
し
、
風

が
吹
け
ば
黄
塵
萬
丈
見
玉
先
生
の
所
謂
「
江
戸
の
花
曇
ε
に
ω
3
昏
曇
」
）
で
す
。
萬

事
が
之
れ
で
す
○
結
核
が
日
本
に
多
い
ε
言
っ
て
騒
い
で
も
國
民
の
榮
養
、
上
下
水
道
、

都
市
の
道
路
、
家
庭
の
構
造
、
救
貧
事
業
、
疾
病
の
冠
會
的
係
護
等
が
完
備
し
な
け
れ

ば
到
底
撲
滅
の
冒
的
な
蓮
す
ろ
事
は
嵐
來
ま
ぜ
ん
、
工
場
法
の
劇
定
に
極
め
て
結
構
で

し
れ
が
救
貧
事
業
の
殆
ε
無
い
我
が
國
で
は
反
っ
て
病
嘔
な
が
ら
も
多
少
の
勢
働
な
し

て
居
れ
人
々
の
職
を
失
に
し
め
て
其
の
家
族
か
ら
「
パ
ン
」
秘
奪
ふ
襟
な
悲
鰺
な
惹
き
起

し
て
居
ま
す
。
東
京
騨
の
永
溌
便
所
に
騨
ピ
し
て
に
至
極
結
構
で
す
が
其
の
儘
裏
の
河

に
放
流
す
ろ
の
で
閉
題
ピ
な
っ
て
居
ま
す
。
領
野
ば
皆
我
が
國
の
過
渡
時
代
に
於
け
る

面
白
い
「
ア
イ
ロ
ニ
ー
」
で
ば
あ
り
ま
ぜ
ん
か
。
私
等
の
今
調
査
し
て
居
ろ
の
ば
年
少
者

保
護
野
σ
Q
①
呂
塗
屋
。
お
Φ
就
申
乳
見
保
護
融
賢
σ
Q
｝
貯
σ
Q
珠
心
。
。
品
Φ
ε
い
ふ
問
題
で
あ
り

ま
す
Q
書
物
で
見
ま
す
亜
欧
来
で
は
實
に
驚
く
可
告
獲
蓬
を
し
て
居
る
檬
で
す
Q
然
う

に
我
が
國
に
に
殆
ご
之
等
の
設
置
に
皆
無
定
言
ふ
可
き
で
之
れ
に
關
す
ろ
一
班
の
書
籍

さ
へ
無
い
有
様
で
ず
Q
此
麗
に
も
種
々
の
砒
會
問
題
は
有
り
ま
す
が
、
一
例
な
雪
げ
れ

げ
｛
O
Q
魑
弼
σ
Q
周
b
σ
q
敬
①
触
擢
㌶
げ
憎
口
b
σ
q
の
問
題
で
あ
り
ま
ψ
9
Q
晶
鰍
来
で
堕
μ
耐
孔
臼
四
P
μ
山
兎
七
十
「
プ
ロ

セ
ン
レ
」
ま
で
灰
謂
鶯
諺
9
Φ
島
置
戸
で
温
か
い
母
の
乳
房
な
知
ら
な
い
児
な
の
で
す
、

其
の
爲
め
に
唯
々
乳
見
死
亡
翠
陰
著
し
く
高
め
ろ
の
み
な
ら
す
．
一
方
に
に
必
ず
生
存

見
も
購
繋
属
溺
て
ふ
危
隙
秘
伸
ふ
に
極
っ
て
居
ま
す
、
之
に
人
類
退
化
の
一
大
漂
因
で

有
る
事
存
泓
は
信
じ
ま
す
。
幸
に
我
が
國
で
に
未
だ
授
乳
の
美
風
に
旗
リ
ま
貿
ん
が
、

（
漁
　
信
）

第
二
十
ご
巻
　
　
第
一
號

ご
三

第
百
三
十
こ
膿
　
　
二
三



（
蓮
信
）

第
三
・
†
二
巻
　
　
　
第
　
一
號

二
四

第
百
三
十
二
號
　
　
二
四

榮
養
晶
が
安
比
懐
利
に
得
ら
れ
、
婦
人
の
自
意
識
が
熾
烈
ミ
な
っ
て
遡
る
書
籍
に
必
ず

就
會
問
題
ミ
な
ろ
事
ご
思
ひ
ま
す
Q
其
の
他
最
も
大
切
な
る
國
民
の
榮
養
問
題
、
費
笑

残
に
花
柳
病
問
題
、
酒
精
問
題
、
乃
至
米
國
に
實
行
ぜ
る
如
き
犯
罪
人
、
遣
翼
竜
病
者

の
子
孫
申
絶
問
題
，
叉
之
に
し
て
近
く
母
校
出
均
の
北
ド
グ
ト
〃
が
圭
結
目
な
ら
れ
六

學
校
衛
生
、
更
掛
場
衛
生
、
鑛
曲
衛
生
面
・
之
等
に
就
い
て
何
吹
な
も
持
っ
て
居
ら

沿
我
が
國
で
に
殆
ご
何
虜
よ
り
手
序
響
け
て
い
㌧
か
全
く
解
ら
無
い
釈
態
に
あ
る
の
で

す
Q
叉
現
に
起
豊
・
さ
れ
、
っ
＼
あ
る
細
小
ノ
者
裁
剣
法
の
如
き
、
ロ
ン
プ
ロ
ゾ
ー
ト
β
㈹
Φ
び
9

器
謬
2
ぐ
霞
び
器
魯
霞
の
が
全
部
眞
理
で
無
い
ぜ
し
て
も
、
近
代
の
犯
罪
學
ば
讐
學
ε
握

手
し
、
監
獄
に
病
院
に
攣
じ
つ
、
あ
る
ビ
謂
ば
ろ
㌧
如
く
、
異
常
な
る
晃
童
の
精
神
的

及
び
肉
体
的
槍
墾
、
理
解
ぽ
必
ず
讐
學
者
の
手
た
挨
た
a
ば
な
ら
な
い
事
採
明
で
に
あ

り
ま
ぜ
ん
か
、
故
に
年
少
者
刑
法
の
實
施
に
唯
法
官
の
み
に
な
っ
て
行
に
れ
て
は
全
く

無
意
味
｝
と
噛
言
っ
て
支
障
な
い
．
ミ
私
に
信
じ
ま
す
Q

私
に
唯
私
の
氣
の
ウ
い
六
二
三
の
例
秘
業
げ
て
我
が
國
の
赴
會
讐
學
の
状
態
な
申
し
上

げ
れ
に
過
ぎ
ま
ぜ
ん
。

諸
君
、
我
が
國
に
一
人
で
も
眞
に
霜
解
衛
生
學
の
解
つ
れ
學
看
が
有
る
で
あ
ら
う
か
。

ζ
」
た
二
君
に
考
へ
て
頂
き
言
い
の
で
あ
り
ま
す
、
日
本
の
就
會
馨
學
ε
い
ふ
廣
大
な

野
ば
壼
く
塵
女
地
ε
し
て
母
校
の
諸
君
の
努
力
歯
偏
っ
て
居
る
の
で
あ
り
ま
す
Q
一
人

の
讐
ビ
な
ろ
固
よ
り
畳
し
、
然
し
五
干
万
人
の
撃
・
な
ろ
亦
樂
し
か
ら
ず
や
で
あ
り
ま

す
Q

瀧
會
讐
學
者
は
孜
々
吃
々
六
る
分
析
的
研
究
建
共
に
博
大
な
る
常
識
に
よ
る
洞
察
力
が
’

必
要
で
あ
り
ま
す
。
彼
ば
叉
勿
論
讐
學
看
ミ
し
凡
て
の
修
養
た
な
し
、
私
に
蘇
に
細
菌

學
、
繕
胃
病
攣
．
牝
畢
等
が
最
も
必
要
亡
存
じ
ま
す
、
少
な
く
寵
も
五
年
や
七
年
に
之

等
為
専
門
に
研
究
し
て
其
の
轟
門
家
こ
し
て
一
家
の
見
な
撫
ぜ
さ
れ
ば
肚
會
讐
藁
薦
芝

し
て
も
三
丈
の
債
殖
も
無
い
ε
私
は
箔
じ
ま
ず
。
叉
経
義
ゑ
ぴ
法
律
も
副
智
　
識
濡
し
て

必
須
な
も
の
で
あ
り
ま
ず
。
元
來
赴
會
讐
攣
ほ
机
土
の
學
問
で
に
あ
り
ま
ぜ
ん
か
ら
、

之
が
垂
髪
の
歪
め
に
ば
一
方
官
吏
生
活
秘
多
く
に
要
約
ε
し
ま
す
、
故
に
彼
ぱ
駅
役
人

歯
質
（
疎
に
我
が
國
の
）
に
耐
へ
得
る
だ
け
の
寛
厚
な
必
要
ε
し
ま
寸
、
爾
最
後
に
彼
に

財
璽
か
に
し
て
後
顧
の
憂
な
き
人
に
あ
ら
ざ
れ
ば
到
底
仕
事
に
患
繰
言
い
で
有
ら
う
守
』

言
ふ
事
な
附
加
し
、
諸
君
の
御
努
力
な
所
っ
て
筆
を
画
き
渓
す
Q

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
務
省
衛
生
調
査
會
に
て

十
二
月
十
四
日

轡
桐
田
健
三
郎
馬
撞
信

　
　
　
（
大
正
四
年
卒
業
、
京
大
内
科
研
究
）

蕎
　
　
原

シ

巖

（
前
署
）
亘
ハ
後
剛
同
嚢
心
就
一
長
山
力
々
の
御
…
鑑
力
に
よ
リ
㎝
禺
事
好
一
都
合
な
得
候
問
禽
繊
々
移
る
廿
六

極
瀞
毒
血
の
天
洋
式
に
て
渡
米
致
す
事
に
相
成
候
一
員
末
に
に
ウ
ー
ス
タ
ー
に
到
着
致

し
ペ
リ
ー
氏
（
先
達
日
本
政
府
よ
り
勲
三
等
を
受
與
ぜ
ら
れ
れ
る
方
に
候
）
の
御
家
族

の
賦
負
亡
相
成
り
十
月
末
ま
で
御
厄
介
に
な
り
語
學
旭
專
呈
し
其
後
バ
ル
ナ
モ
ア
市
に

至
り
産
婦
入
五
五
看
ケ
リ
ー
博
士
の
御
厄
介
に
な
り
雌
地
に
て
同
負
の
補
遺
為
受
け
つ

つ
産
婦
人
科
な
研
學
致
す
事
に
相
成
候
問
出
來
得
る
限
り
長
く
滞
在
致
す
心
積
り
に
候

（
後
署
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
近
江
國
長
濱
町

　
　
十
二
月
十
四
日
　
　
　
　
　
　
　

綱
田
健
三
鄭



茜
顧
闘
騨
日
曝
胃
脚
鴨
■
鯛
噸
賞
三
顧
晒
廊
國
厨
属
嘱
圏
騨
騨
齢
國
塵
“
口
昌
嗣
陶
置
冒
■
幽
口
一
口
曽
口
剛
圃
臓
繭
鳳
髄
●
胴
葡
鴫
響
曜
“
■
脅
■
剛
印
繭
騨
0
■
磨
脚

雑

報

㊧
金
子
敷
授
在
職
三
十
年
祝
賀
會
　
（
＋
二
月
＋
日
）

本
校
敢
授
金
子
博
士
は
明
治
十
二
年
本
校
の
前
蒸
れ
る
金
澤
盤
學
所
掌
卒
業
し
爾
後
本

校
教
論
及
東
大
盤
科
大
學
解
剖
學
敏
室
に
あ
断
て
恵
心
解
剖
．
學
の
研
究
に
塾
頭
し
明
治

十
入
年
大
阪
磐
學
校
確
論
に
任
ぜ
ら
れ
て
盤
育
に
敏
鞭
を
軌
ら
れ
し
以
來
大
阪
に
十
年

な
過
ご
し
本
校
に
韓
任
ぜ
ら
れ
て
よ
リ
ニ
十
年
な
経
て
滴
三
十
年
以
上
に
亙
り
六
る
に

よ
り
門
弟
相
謀
り
て
新
築
解
剖
學
敏
室
の
後
窄
に
全
博
士
の
孕
均
像
な
立
て
其
除
幕
式

に
兼
上
る
に
親
聖
駕
秘
昨
十
ご
月
十
干
開
催
理
り
。

當
日
は
晴
天
な
り
し
も
讐
王
蜘
颪
が
場
揺
切
る
や
う
な
り
し
も
毒
像
前
に
天
幕
な
張
り

て
式
場
に
あ
て
れ
り
し
か
ば
左
の
み
寒
か
ら
ぎ
り
き
、
午
前
十
一
時
學
生
難
業
に
次
て

金
子
博
士
は
其
令
嬢
及
令
息
ξ
共
に
下
馬
委
員
長
の
先
導
に
よ
り
て
式
場
に
着
席
ぜ
ら

れ
た
り
。

式
ば
金
子
嬉
士
の
爲
め
満
腔
の
赤
誠
な
披
歴
し
れ
る
委
員
長
下
髪
偲
士
の
開
會
の
僻
に

初
ま
り
績
て
副
委
員
長
松
原
満
塁
に
第
四
高
等
學
無
断
授
駒
井
徳
太
鄭
氏
の
撰
文
ぜ
ら

れ
六
る
左
の
像
記
な
朗
讃
し
て
順
徳
の
僻
ご
な
せ
り
Q

　
君
名
泊
鄭
金
子
其
手
金
澤
入
幼
聰
頴
長
入
金
認
識
學
所
オ
學
需
謄
蓋
然
平
群
明
治
十

　
一
年
　
先
帝
北
巡
親
臨
架
電
君
講
書
　
御
前
尤
極
導
管
明
年
畢
傑
士
金
澤
讐
學
校
地

　
識
尋
爲
東
京
大
學
愚
書
部
助
手
當
熱
時
修
解
剖
學
漕
甚
少
君
猫
潜
心
研
鐙
爲
諸
老
先

（
雑
報
）

第
ご
十
二
巻
　
　
第
一
號
、

生
所
推
重
十
入
年
任
大
阪
讐
三
校
教
論
廿
九
年
轄
第
四
高
等
學
校
讐
學
部
皆
講
解
剖

　
學
後
盤
學
部
改
金
澤
盤
學
導
門
學
校
君
敏
授
如
故
三
十
五
年
奉
命
遊
濁
國
留
二
年
其

　
學
愈
進
三
十
入
年
授
盤
學
博
士
以
其
有
鎌
駿
縁
及
腱
弓
入
選
弓
丈
著
也
蓋
前
人
未
警

　
之
読
而
有
効
於
讐
學
不
一
一
一
累
遽
高
等
官
三
等
正
五
一
一
四
等
君
爲
人
情
澹
高
雅

　
而
塵
巳
接
人
一
以
至
誠
頼
其
三
三
訓
導
立
勇
成
家
騎
名
四
杏
林
三
三
多
今
並
丙
辰
値

　
君
在
職
三
十
年
從
學
之
徒
蛋
謀
日
金
子
先
生
敬
授
之
模
範
囚
本
邦
解
剖
學
之
先
蝿
也

　
吾
徒
壼
可
不
表
景
仰
之
意
乎
党
樹
壽
聖
駕
金
澤
馨
学
士
門
學
校
余
煙
旦
受
難
事
歴
鳴

　
明
君
之
聲
轡
庶
哉
與
塑
像
永
存
而
不
眠
也

　
　
大
正
瓦
年
子
十
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
駒
　
　
井
　
　
　
徳
撰

次
て
断
乎
博
士
の
早
撃
壽
江
子
迂
佐
目
教
授
に
響
に
れ
て
三
業
引
く
や
博
士
の
英
姿
生

け
う
が
如
く
詰
手
暫
し
に
止
ま
ざ
り
き
、
引
き
驚
き
解
剖
學
敏
室
助
手
高
橋
茂
に
三
つ

重
れ
の
金
杯
秘
博
士
に
呈
し
全
目
録
な
朗
讃
す
る
や
博
士
に
無
言
の
裡
に
温
る
㌧
感
謝

の
念
秘
捧
げ
ら
れ
カ
リ
。

次
で
學
生
総
代
横
井
英
太
郎
氏
。
門
生
総
代
京
都
智
學
母
野
學
校
敏
論
議
學
博
士
岡
島

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

敬
治
氏
Q
同
僚
総
代
敏
授
山
碕
幹
氏
Q
學
校
長
高
安
博
士
っ
金
澤
導
師
優
長
来
村
吉
太

鄭
馬
Q
石
川
縣
轡
師
會
長
飯
森
盆
太
郎
疏
の
覗
欝
あ
り
何
れ
も
衷
心
よ
り
博
士
の
菰
野

ミ
人
格
ε
な
頒
し
て
止
ま
ず
。

最
後
に
博
士
の
感
謝
の
僻
あ
り
亦
博
士
の
人
格
な
表
現
ぜ
る
も
の
な
り
昏
Q
曰
く
今
日

か
k
る
盛
大
な
る
瀧
賀
式
な
畢
げ
ら
れ
れ
る
毅
禮
の
欝
ε
し
て
私
に
罵
馬
に
鞭
打
ち
て

露
寒
麗
々
努
力
し
以
て
諸
君
の
赤
誠
の
萬
分
の
一
に
酬
ひ
た
い
ご
斯
う
述
べ
碧
い
が
私

は
今
さ
う
ば
窪
し
上
げ
兼
ま
寸
先
達
て
田
中
舘
歌
書
博
士
が
勤
績
二
十
五
年
親
等
式
の

當
臼
先
づ
僻
表
な
捧
げ
て
後
進
の
爲
め
途
秘
拓
く
“
」
言
ば
れ
れ
り
膨
れ
誠
に
掬
ず
べ
き

二
五

第
百
三
十
二
號
　
　
二
五



（
叙
任
及
嚇
令
）

第
二
十
二
巷
　
第
一
號
「

講
者
の
進
退
で
あ
る
青
玉
舘
博
士
に
し
て
早
り
自
分
の
や
う
な
雪
笹
の
徒
に
呪
ん
や
で

あ
る
一
が
併
し
私
は
勝
手
な
が
ら
険
悪
ら
く
御
厄
介
に
罵
り
ま
す
今
H
の
事
に
以
て

は
只
感
謝
芝
い
ふ
の
外
｝
言
も
な
し
ビ
言
っ
て
幾
度
か
町
重
に
獣
禮
ぜ
ら
れ
れ
ろ
博
士

の
眼
に
は
感
謝
の
涙
の
光
ろ
な
見
れ
り
博
士
の
胸
中
察
す
べ
し
◎

正
午
副
委
員
長
大
阪
盤
科
大
學
教
授
…
櫻
根
博
士
の
囲
會
の
欝
に
よ
り
て
式
を
絡
へ
學
生

に
講
堂
に
於
て
來
賓
は
漸
築
の
紀
念
舘
に
於
て
午
餐
為
喫
し
來
賓
席
に
於
て
は
溝
淵
第

四
高
等
學
校
長
の
音
頭
に
よ
り
て
金
子
博
士
の
萬
歳
を
親
し
博
士
叉
來
質
の
爲
め
乾
盃

し
て
歓
聲
堂
な
動
か
し
六
り
。

午
後
一
時
よ
り
大
講
堂
に
於
て
茶
話
會
を
開
春
餓
興
葎
催
ぜ
リ
、
席
上
駒
井
敏
授
ほ
稼

記
た
撰
交
ぜ
ら
れ
六
る
経
歴
魏
話
し
て
博
士
の
學
徳
た
碩
し
學
生
な
薦
む
る
所
あ
り
次

て
學
生
の
男
舞
あ
り
其
妙
技
に
多
大
の
喝
釆
為
博
ゼ
リ
績
て
小
立
野
町
有
志
者
の
餅
縞

三
番
隻
，
七
草
、
豊
年
、
玉
兎
、
萬
歳
等
あ
り
去
れ
金
子
博
士
が
近
時
小
立
野
山
崎
町

に
住
宅
な
斬
築
ゼ
ら
れ
れ
ろ
な
以
て
同
町
有
憲
者
が
特
に
博
士
の
今
日
の
盛
典
な
親
し

斯
く
に
蝕
興
ε
し
て
何
十
年
目
に
一
度
行
に
ろ
、
さ
い
ふ
餅
摘
な
寄
附
し
六
う
も
の
に

し
て
全
博
士
の
徳
望
亦
偉
な
り
ピ
云
ふ
．
へ
し
眞
に
積
善
の
絵
慶
な
り
。

茶
話
會
の
席
上
に
．
於
て
委
員
が
紅
白
の
大
鏡
餅
た
博
士
に
呈
す
る
や
博
士
ば
感
極
っ
て

手
巾
に
て
眼
を
拭
ほ
れ
れ
る
も
途
に
に
堪
へ
ざ
う
も
の
・
、
如
く
眼
鏡
な
取
り
両
手
に
て

手
巾
な
押
さ
へ
ら
れ
れ
る
1
1
其
小
情
察
マ
る
に
蝕
あ
り
期
て
蝕
興
の
蔑
ろ
ピ
共
に
下
李

委
員
長
の
音
頭
に
よ
り
金
子
博
士
の
萬
歳
秘
三
唱
し
て
一
同
博
士
の
健
康
な
覗
し
全
家

の
繁
榮
な
新
っ
て
和
氣
綿
々
の
裡
に
閉
令
し
れ
ろ
は
午
後
四
時
な
り
き
。

當
日
の
來
曾
者
ば
蓮
き
に
榊
戸
三
宮
よ
り
弓
膓
氏
Q
大
阪
轡
科
大
器
敏
授
質
感
博
士
・

京
都
磐
喜
敢
授
岡
島
博
士
・
京
都
手
玉
大
志
解
剖
學
助
手
岡
本
規
矩
男
氏
等
に
し
て
近

二
六

第
百
三
十
二
號
　
　
二
六

昏
採
富
山
縣
等
よ
”
多
数
の
空
席
者
あ
り
尚
ほ
金
澤
市
内
に
て
ほ
本
校
關
撚
の
磐
師
請

員
の
外
に
第
購
高
等
學
校
長
溝
淵
蓬
馬
氏
，
教
授
市
村
塘
、
駒
井
徳
太
鄭
、
赤
井
直
好
、

金
田
鬼
一
等
の
諸
氏
な
り
き
Q

品
塵
口
四
口
9
6
8
膚
岬
齢
隅
脚
翼
唱
口
鴎
口
嘘
断
圃
”
”
壇
＝
凹
騨
ド
属
口
廓
口
冒
厩
魎
隅
風
嘱
口
■
幽
日
脚
颯
■
●
爾
口
”
朔
昌
」
5
．
脅
脚
冒
q
－
●
偏
層

単
襲
及
僻
令

㊨
宮
内
省

　
叙
勲
三
等
隷
書
寳
章
　
　
　
　
　
　
　
ヒ
　
從
四
位
勲
四
等
　
出
　
　
碕
　
　
　
幹

　
叙
勲
四
等
授
瑞
寳
章
　
　
　
　
正
五
位
勲
五
等
讐
學
博
士
　
下
　
李
　
用
　
彩

叙
勲
四
等
授
瑞
寳
章
　
　
　
　
正
五
位
置
五
等
讐
學
博
士
　
金
　
子
　
漕
　
鄭

　
　
（
駆
上
十
一
月
二
十
九
日
〉

　
　
　
　
　
　
一
〉
、
一
＞
L
、
’
》
（
γ
ヂ
セ
’
ノ
ー
㌔
ー
ー

⑭
石
川
縣

　
願
曇
依
り
職
務
テ
免
ス
（
十
一
月
三
十
日
）
　
調
郵
…
員
　
中
林
清
右
衛
門

　
死
　
亡
　
（
十
二
月
三
臼
）
　
　
　
、
　
　
　
　
讐
員
　
栗
山
光
太
鄭
へ
大
三
）

　
金
澤
病
院
讐
員
チ
命
ス
（
十
二
月
十
三
日
）
　
　
　
．
金
　
子
　
貞
吉
（
大
三
）

　
　
（
十
二
級
俸
給
與
）
　
小
見
科

　
金
澤
病
院
讐
員
チ
命
ス
（
十
二
月
十
三
日
）
　
　
　
　
旙
　
尾
茂
孝
（
大
三
）

　
　
（
十
二
級
俸
給
與
）
眼
科



●
陸
海
軍
省

　
叙
從
四
位
　
　
　
　
陸
軍
々
讐
監
正
五
遠
藤
三
等
　
専
　
西
　
幸
作
（
甲
讐
）

　
特
旨
チ
以
テ
位
哺
級
被
曝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
海
軍
々
響
天
唖
鈴
，
木
寛
之
助
（
二
九
）

　
補
海
軍
々
讐
學
校
敢
営

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
海
軍
大
軍
磐
小
照
貞
次
鄭
（
三
九
）

　
海
軍
々
讐
學
校
甲
種
學
生
敏
程
卒
業
二
付
學
生
被
免

扶
桑
乗
組
破
仰
付

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
李
戸
軍
讐
長
海
軍
大
軍
讐
　
小
　
野
　
醇
　
吉
（
四
Q
）

免
本
職
並
兼
職

　
海
軍
々
讐
學
校
甲
種
撃
生
被
仰
付

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
海
軍
申
軍
讐
　
萩
　
　
原
　
　
　
患
（
四
四
）

　
免
周
訪
乗
組
補
横
須
賀
海
軍
病
院
附

　
賜
一
級
俸

己
●
嗣
暫
騙
嘲
●
胴
国
口
口
噌
■
巖
●
罵
層
層
駒
緬
曽
舶
回
顧
臨
層
飼
騨
幽
鱒
僑
ロ
働
鱈
賞
O
屠
－
”
q
葡
紹
嘘
欄
葡
口
出
鱈
口
罰
冨
卿
6
偏
8
●
願
偶
層
O
慨
●
鱒
讐

人

事

⑭
呈
出
光
太
郎
賃
　
に
大
正
三
年
酋
席
を
以
て
本
校
盤
畢
科
な
卒
業
し
銀
時
計
を
授
け

　
ら
れ
卒
業
後
直
ち
に
眼
科
盤
局
に
入
り
高
安
博
士
の
指
導
の
下
に
汲
々
ピ
し
て
研
究

　
に
耽
り
本
年
四
月
の
學
曾
に
は
『
有
縁
性
角
膜
炎
の
病
理
解
剖
』
な
ろ
研
究
材
料
な
携

（
入
　
事
）

第
二
†
二
魑

第
一
號
ヒ

へ
て
上
京
し
東
都
の
眼
科
畢
會
上
に
於
て
其
蔽
蓄
な
吐
露
し
意
氣
天
な
衝
く
の
慨
あ

．
り
鱒
蹄
來
甚
だ
一
無
札
な
一
り
し
が
六
π
刀
以
來
肚
朋
膜
炎
に
襲
ほ
れ
圃
葉
予
の
泊
療
ん
隅
受
南
り
ら
れ

れ
る
も
天
絡
に
此
虫
田
年
・
の
妊
研
究
家
に
由
講
か
與
へ
す
病
臥
些
々
進
み
躰
力
愈
々
衰
へ

絡
に
去
十
二
月
三
日
金
澤
病
院
の
病
室
に
於
て
不
婦
の
客
ビ
な
ら
“
索
り
書
人
に
島

前
途
最
も
有
墓
の
青
年
研
究
家
を
失
ひ
れ
る
も
痛
嘆
す
O

＠
轄

居

横
須
賀
唐
軍
艦
、
河
内
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大

愛
援
縣
新
居
郡
西
傑
町
大
字
八
千
代
巷
　
　
　
　
　
　
　
長

岡
山
轄
重
兵
第
十
七
大
隊
附
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
青

東
京
讐
科
大
二
皮
虜
科
敢
室
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川

姫
路
市
歩
兵
第
三
十
九
聯
隊
　
　
　
　
　
　

富

横
須
賀
郵
便
局
氣
僧
、
海
軍
運
迭
船
鹿
見
島
丸
軍
留
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長

東
京
府
下
西
大
久
保
四
五
七
。
生
紹
方
　
　
　
　
　
　
山

金
澤
歩
兵
第
七
聯
隊
第
十
二
中
隊
　
　
　
　
　
　
　
　
早

蘂
灘
基
隆
大
阪
商
船
曾
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